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第 7 8 号 
議 　 案

令和３年度ふじみ野市一般会計
歳入歳出決算の認定について

認
定〇〇〇〇議

長〇〇〇×××××〇〇〇〇〇〇〇〇

第 8 1 号 
議 　 案

令和３年度ふじみ野市後期高齢者
医療事業特別会計歳入歳出決算の
認定について

認
定〇〇〇〇議

長〇〇〇×××××〇〇〇〇〇〇〇〇

※議長は採決に加わっていません。

〇：賛成　　×：反対

令和４年第 3 回定例会の提出議案と審議結果
●全会一致で可決した議案

●賛否が分かれた議案

議案番号 議案名 議決結果

第 72 号議案 令和４年度ふじみ野市一般会計補正予算（第４号） 可　決

第 73 号議案 令和４年度ふじみ野市一般会計補正予算（第５号） 可　決

第 74 号議案 令和４年度ふじみ野市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可　決

第 75 号議案 令和４年度ふじみ野市介護保険特別会計補正予算（第２号） 可　決

第 76 号議案 令和４年度ふじみ野市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 可　決

第 77 号議案 令和４年度ふじみ野市水道事業会計補正予算（第１号） 可　決

第 79 号議案 令和３年度ふじみ野市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認　定

第 80 号議案 令和３年度ふじみ野市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認　定

第 82 号議案 令和３年度ふじみ野市水道事業会計決算の認定について 認　定

第 83 号議案 令和３年度ふじみ野市下水道事業会計決算の認定について 認　定

第 84 号議案 ふじみ野市手数料条例等の一部を改正する条例 可　決

第 85 号議案 ふじみ野市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例及びふじみ野市職員の育児休業
等に関する条例の一部を改正する条例 可　決

第 86 号議案 財産の取得について 可　決

第 87 号議案 ふじみ野市道路線の変更について 可　決

第 88 号議案 ふじみ野市道路線の認定について 可　決

第 89 号議案 ふじみ野市道路線の認定について 可　決

第 90 号議案 ふじみ野市道路線の認定について 可　決

第 91 号議案 ふじみ野市道路線の認定について 可　決

第 92 号議案 ふじみ野市道路線の認定について 可　決

第 93 号議案 教育委員会委員の任命について 同　意

第 94 号議案 ふじみ野市文化施設整備事業建設工事請負変更契約の締結について 可　決

令和３年度

一般会計
　決算討論

賛成多数で認定

コロナ対策など市独自策が限定的

児童発育・発達支援センターの公設化を評価

コロナ対策と学習環境の整備を評価

日本製品の積極的選定を

日本共産党　塚越洋一 議員

信政会　鈴木啓太郎 議員

公明党　鈴木美恵 議員

会派外の議員　金濵高顕 議員
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　実質収支が 19億円、各種基金残高が 142 億円もあ
るのに、市独自のコロナ禍対策については限定的な施
策展開に止まり、財政出動を集中させることができな
かったことは、市行政としての政策的リーダーシップ
の在り方が問われるところである。
　医療・介護・保育・学校などで働く人達への支援の
充実など、もっと細やかな暖かな手を差し伸べるべき
だった。
　予算流用が 125 件もあり、多すぎるので検討すべ
き。不用額の扱い方も精査が必要である。

　児童発育・発達支援センターの公設化につき、問題
を指摘する。第１に法人側に公設化の方針が示された
のは前年の１月で事前協議等もなく口頭のみの説明で
拙速かつ一方的であった。第２に法人が本年３月 15
日に事業廃止届を提出したのは、児童への影響を最小
限にするための苦渋の選択だった。第３に法人との十
分な対話の記録や合意の文書を積み重ねない姿勢に疑
問が残る。しかし、現状は総合相談を０歳から 18歳
までの発達に課題がある児童への行政の責任を明確に
した点については高く評価する。

　新型コロナウイルス感染症対策として、地方創生臨
時交付金等を活用し積極的な事業が展開されている。
　また、GIGAスクール構想用タブレット端末の購入・
周辺機器の整備、小・中学校の体育館空調設備設置等
工事が実施され、学習環境の整備・確保に加え、災害
時の避難所としても安全な機能の向上が図られたこと
を評価する。
　少子高齢化による社会保障関連の経費上昇、老朽化
した公共施設の整備事業が続く中、持続可能な行財政
運営をお願いする。

　市税の収入未済額と不納欠損額の大幅減を高く評価
する。歳出では有志の方からの頂いた寄附について、
寄附者の意向が反映された使途であったことを決算内
容から確認することができた。
　市が購入する備品や消耗品について、中国など外国
製の製品が含まれていることを確認したが、為替変動
への対応や本市で製造された製品が他市で選定される
根拠にもつながるので、今後速やかに日本製の製品を
優先して選定していただくことを強く要望する。

コロナ禍でも安定した市政運営を
青藍会　原田雄一 議員

　新型コロナウイルス感染症の影響で、当初予算編成
時には予見できない状況の中で突発的な危機対応にあ
たり13回にもわたる補正予算を組み対応したことは、
非常に高く評価できる。また、国や県の支援を待たず
に必要な事業を即座に実施できたのは、計画的に積み
上げてきた基金の活用によるものである。
　今後も絶えず変化する新型コロナウイルス感染症へ
の対応など厳しい状況であるが、将来を見据えた安定
的な市政運営の継続をお願いしたい。
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